
                           

     

                           

千
枚
田
の
獣
害
被
害 

 

今
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
で
棚
田
の

百
姓
は
泣
か
さ
れ
た
。 

 

奴
ら
も
年
々
巧
妙
に
な
り
、
い
く
ら
旨

い
餌
で
も
檻
に
ゃ
あ
入
ら
ん
し
、
電
気
柵

は
シ
ビ
レ
て
か
な
わ
ん
て
ゅ
っ
て
、
沢
づ

た
い
に
石
崖
を
登
っ
て
ト
タ
ン
を
ぶ
ち

破
り
田
ん
ぼ
を
荒
ら
し
ま
く
り
ゃ
あ
が

っ
た
。
ふ
ん
と
う
に
、
参
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

            

盆
前
か
ら
、
毎
晩
九
時
に(

舜)

が
、
ま

た
、
伸
ち
ゃ
夫
婦
も
寝
る
前
に
必
ず
ロ
ケ

ッ
ト
花
火
や
爆
竹
で
脅
し
に
出
か
け
る

が
、
毎
晩
入
ら
れ
る
。
イ
ノ
シ
シ
と
の
知

恵
比
べ
で
は
人
間
の
方
が
や
や
負
け
ぎ

み
だ
。
奴
ら
と
一
緒
で
今
晩
も
学
習
能
力

か
、
つ
い
つ
い
出
掛
け
て
し
ま
う
。 

 

棚
田
の
八
割
近
く
の
田
ん
ぼ
に
被
害

を
受
け
た
。
素
晴
ら
し
い
と
か
、
癒
さ
れ

る
と
か
、
持
て
囃
さ
れ
て
頑
張
る
百
姓
の

耕
作
意
欲
の
消
失
に
繋
が
り
か
ね
な
い

事
態
で
、
大
変
心
配
で
あ
る
。 

                                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

第 146 号  

～みんなで感動！ 
さあ～、つかまい! 

感謝をこめて、餅つきを～ 

連谷地区大運動会 ～最後の運動会～ 

９月２０日、全校生徒３名の児童に連谷校区住民約２００人が参加、盛大に開催された。 

演目で、学区の園児３人と児童３人とのコラボによるダンスには、温かい声援が送られた。

かつての連谷っ子マーチングバンドによるドリルには懐かしさが、連谷お助け隊による小隊

訓練は小隊長の号令に隊員は忠実に行軍、あわや観客席に突入かと・・・、かつての仲間た

ちが集う良い機会となり、今後の連谷を担っていく２つの世代と校区民の絆が垣間見える、

閉校の年ならではの住民参加型の大運動会であった。 

本校にとって最後の運動会が終了しました。 

 

 

こ
こ
ま
で
育
て
て

情
け
な
い
が
、
焼

く
し
か
な
い
の
ん 

明
日
、
脱
穀
の
つ
も
り

が
、
こ
の
ざ
ま
だ
・
・
・ 

 

ま
た
、 

ぶ
ち
破
り

ゃ
あ
が
っ

て 



連
谷
小
学
校
の
稲
刈
り 

 
十
月
一
日
、
児
童
三
名
は
一
年
間
、
懇

ろ
に
育
て
た
「
鈴
原
糯
」
の
稲
刈
り
を
行

っ
た
。 

脱
穀
は
十
三
日
に
行
い
、
十
一
月
二
十

二
日
の
ふ
れ
あ
い
教
室(

学
芸
会)

で
地
域

の
方
々
を
お
招
き
し
て
お
餅
を
食
べ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

               

こ
ど
も
農
学
校
の
稲
刈
り 

 

九
月
二
十
日
、J

A

愛
知
東
農
協
主
催

の
こ
ど
も
農
学
校
の
稲
刈
り
が
、
ま
た
、

脱
穀
が
十
月
三
日
に
高
橋
庄
一(

顧
問)

の

指
導
で
行
っ
た
。 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
脱
穀 

 

一
年
生
四
十
名
が
実
習
田
で
田
植
え
、

田
の
草
取
り
、
稲
刈
り(

長
雨
の
影
響
で
稲

刈
り
は
で
き
な
か
っ
た
が
稲
の
生
育
調

査
な
ど
を
実
施)

、脱
穀
ま
で
の
過
程
を
実

習
。
ま
た
、
行
事
ご
と
に
地
域
料
理
の
実

習
な
ど
も
織
り
込
み
、
勉
学
の
場
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
 

               

こ
の
、
育
農
体
験
学
習
に
は
市
役
所
鳳

来
総
合
支
所
地
域
整
備
課
・
観
光
課
、
本

庁
農
業
課
、
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員

が
協
力
し
て
い
る
。 

ほ
の
国
自
然
ソ
ム
リ
エ
学
校 

 

自
然
環
境
の
保
全
や
再
生
を
担
う
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
、

東
三
河
の
自
然
に
精
通
し
、
保
全
活
動
の

中
心
に
な
っ
て
行
動
で
き
る
人
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
十
月
五
日
、
東
三
河

総
局
中
西
副
知
事
を
校
長
に
開
校
さ
れ

た
。 

十
月
十
日
、第
三
回
セ
ミ
ナ
ー(

受
講
生

三
十
六
名)

が
「
四
谷
の
千
枚
田
」
と
「
サ

ー
ラ
の
森
」
で
開
催
さ
れ
た
。
四
谷
の
千

枚
田
で
は
充
実
し
た
景
観
・
環
境
保
全
に

目
を
輝
か
し
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ヤ
マ

ア
カ
ガ
エ
ル
の
再
生
を
基
に
多
様
な
生

き
も
の
の
自
然
再
生
、
拡
大
、
自
然
の
摂

理
の
事
例
な
ど
の
話
に
興
味
深
々
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
、
多
く
の
質
問
が
飛
び
出

し
た
。
次
回
セ
ミ
ナ
ー
は
十
一
月
十
五
日
、

二
十
二
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

豊
橋
キ
オ
ス
ク
会
の
視
察 

 

十
月
六
日
、
豊
橋
駅
構
内
の
売
店
の
会

十
一
名
が
奥
三
河
の
歴
史
、
文
化
遺
産
巡

り
を
企
画
、
千
枚
田
を
訪
れ
た
。 

                 

サ
ミ
ッ
ト
参
加 

第
二
十
一
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ

ッ
ト
が
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三

日
・
二
十
四
日
、
佐
賀
県
玄
海
町
を
会
場

に
共
に
つ
た
え
よ
う
美
し
く
豊
か
な
棚

田
～
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
～
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
に
は
保
存
会
か
ら
小
山
泰

弘
、
今
泉
雅
男
、
村
雲
伸
一
、
原
田
英
史
、

松
下 

誠
、
高
橋
孝
行
、
小
山
舜
二
が
参

加
す
る
。 

エ
テ
公
は
何
処
へ 

 

こ
の
頃
、
サ
ル
の
姿
が
少
な
い
。
お
か

げ
で
、
例
年
に
な
く
甘
柿
も
渋
柿
も
や
た

ら
に
な
っ
と
る
。
な
り
ゃ
あ
、
な
っ
た
で

「
ズ
ッ
ク
ゥ
」
が
汚
い
と
ぐ
ざ
る
。
何
に

し
て
も
山
に
食
い
物
が
あ
り
ゃ
あ
、
嫌
わ

れ
て
ま
で
里
に
出
て
こ
ん
事
が
判
っ
た
。 

今
後
の
予
定 

・
十
月
十
七
日
、
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

・
十
月
十
七
日
、「
な
ご
や
朝
大
学
」
講
座 

 

山
里
の
魅
力
を
創
造
し
よ
う 

 

「
先
進
地
域
の
訪
問
で
学
ぶ
」 

・
十
一
月
七
日
、
新
城
市
環
境
講
座 

市
文
化

会
館 

・
十
一
月
九
日
、
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員

連
絡
会
議 

岡
崎
市 

心
の
ふ
る
さ
と
千
万

町
楽
校(

旧
千
万
町
小
学
校
跡
地)  

・
十
一
月
十
五
日
、
ソ
ム
リ
エ
学
校
セ
ミ
ナ
ー 

行 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
日 

 
  

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

脱脱穀穀のの作作業業  ((1100 月月 88 日日))  


